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本日のアウトライン

機関リポジトリとは

機関リポジトリの実例

構築と運用構築と運用

国立情報学研究所の支援事業

これまでの成果

課題と展望課題と展望
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機関リポジトリとは機関リポジトリとは
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機関リポジトリの定義

クリフォード・リンチの定義

「大学と 構成員が創造 たデジタ 資料 管 発– 「大学とその構成員が創造したデジタル資料の管理や発
信を行うために，大学がそのコミュニティの構成員に提供
する一連のサービス」する 連のサ ビス」

レイム・クローの定義

「単独あるいは複数の大学 ミ テ の知的生産物を捕– 「単独あるいは複数の大学コミュニティの知的生産物を捕
捉し、保存するデジタル・コレクション」

要するに要するに
– 大学等の学術機関において生み出された，さまざまな電

学 情報 集 積子的学術情報を収集，蓄積，配信することを目的としたイ
ンターネット上のサーバ
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市民権は得た

デイリー新語辞典（インターネット版）

大学や学術機関が設ける インタ ネ ト上の電子書庫– 大学や学術機関が設ける，インターネット上の電子書庫
のこと。論文や実験データなどの知的生産物を収集・蓄
積・保存し 内外へ発信する 〔海外では大学図書館を中積 保存し，内外へ発信する。〔海外では大学図書館を中
心にしてシステムを構築する事例が増えており，日本でも
普及が期待される〕

ウィキペディア（Wikipedia）
– 機関リポジトリ（きかんリポジトリ）とは、研究機関がその機関リポジトリ（きかんリポジトリ）とは、研究機関がその
知的生産物を電子的形態で集積し保存・公開するために
設置する電子アーカイブシステムである。

Yahoo! Japanのカテゴリ

– トップ > 各種資料と情報源 > 学術機関リポジトリ
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機関リポジトリの戦略的方向性

オープンアクセスへの貢献

セルフア カイビング– セルフアーカイビング

• 著者が自らの論文電子ファイルをサーバに蓄積し，それを無償で
公開する行為公開する行為

– セルフアーカイビングの受け皿
• 個人のウェブページ

• 分野別（arXiv.org（物理学）等）

• 大学・研究機関別→機関リポジトリ

大学の説明責任とブランディング

– 統一的な情報の発信窓口として機能

– 研究成果の社会への還元→大学の説明責任履行

– 研究機関としての知名度の向上
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概念図
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テクニカルレポート
学位論文

学会発表資料
教材
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学術コミュニケーションの変革
大学における教育研究活動の

教材
各種データ類
ソフトウェア

ショーケース

読み手として 書き手として
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機関リポジトリの構築と運用機関リポジトリの構築と運用
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目的の設定

オープンアクセスの実現（北海道大学）

– 学術雑誌掲載論文を重視

教育支援（東北大学，三重大学）教育支援（東北大学，三重大学）

– 教材，授業配信，教育成果

大学における教育研究成果のシ ケ大学における教育研究成果のショーケース
（千葉大学）

– 教育・研究成果全般
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学内体制の整備

なぜ学内合意が必要か？

「機関（大学）リポジトリ であ て 「図書館 リポジトリで– 「機関（大学）リポジトリ」であって，「図書館」リポジトリで
はないから

なぜリポジトリが必要か？なぜリポジトリが必要か？

– 目的，意義，メリット

縁組織 事類縁組織，事業とのすり合わせ

– 知的財産本部，産学連携本部

– 研究業績データベース，評価データベース

2つのモデル

– ボトムアップ型（北海道大学，千葉大学．．．）

– トップダウン型（東京大学，東京工業大学．．．）
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合意形成モデル（ボトムアップ型）

学長・理事会・大学経営層
キーパーソンへの説明

担当理事等

学長・理事会・
評議会等

全学委員会

大学経営層

（承認）

（承認）

関連部局調整
知財 研究協力

全学委員会 （承認）

機関リポジトリ運営部門
＝図書館等

意思決定会議
（図書館委員会等） （承認）

知財，研究協力，
システム

（図書館委員会等）

館内ワーキンググループ/

（承認）

館内ワ キンググル プ/
プロジェクトチーム （企画立案）
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システム構築

システム構築の手法

オ プンソ スの活用（DS X NI ）– オープンソースの活用（DSpace，XooNIps）
– ベンダーのパッケージを購入

市販製品の購入 またはオ プンソ スによる構築を業者に委託• 市販製品の購入、またはオープンソースによる構築を業者に委託

商用ソフトウェア

イ ム サ （ 本語版– インフォコム，CMS，ユサコ，ソラン（Dspace日本語版ス
タートパッケージ）

ASP（A li ti S i P id ）ASP（Application Service Provider）
– ProQuest DigitalCommons@
– インフォコム
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業務運用体制

兼務型（これが主流，しかし担当者の負担は
純増）純増）

専任プロジェクト型（広島大学．．．）専任プ ジ クト型（広島大学 ）

通常業務型（図書館の通常業務に組み込む，
受入 目録 慶應義塾大学でその萌芽あり）受入，目録，慶應義塾大学でその萌芽あり）
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広報・啓発活動

集団説明会方式

– 図書館が説明会等を開催する

– あまり客が来ない

直接訪問方式

教授会 研究室に直接出向いて説明（北海道大– 教授会，研究室に直接出向いて説明（北海道大
学）→コストはかかるが効果が実感できる

– 情報発信者としての研究者と身近に接する機会
→新しい図書館サービスの可能性

– サブジェクト・ライブラリアン（ファカルティ・リエゾ
ン）の不在が障壁
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考えられる障壁

インセンティブの欠如
自分のウ ブサイトで既に公開している– 自分のウェブサイトで既に公開している

– どんなメリットがあるの？

– 登録しなくても何のペナルティもない

登録行為に対する抵抗感録 す 抵抗
– 登録に手間がかかる

– 時間がない時間がない

著作権に関する懸念
（特に学術誌掲載論文の場合）登録する権利が– （特に学術誌掲載論文の場合）登録する権利が
あるの？
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乗り越えるための方策

インセンティブの欠如

– メリットの強調（アメ）

– 強制力（ムチ）

登録行為に対する抵抗感

使いやすい簡易な登録インタ フ イスの提供– 使いやすい簡易な登録インターフェイスの提供

– 図書館員による登録支援

著作権に関する懸念

– 出版社や学会のポリシーの報知– 出版社や学会のポリシ の報知

– 図書館の共同作業による情報の共有
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可視性（ビジビリティ）の向上

表玄関の整備
リポジトリ自体のインタ フ イス– リポジトリ自体のインターフェイス

裏口からもどうぞ
– OAI-PMHによるメタデータの流通（メタデータ・
ハーベスティング）

– リンクリゾルバ対応

– OPAC連携
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国立情報学研究所の支援事業国立情報学研究所の支援事業
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国立情報学研究所（NII）の使命と特徴

学術情報の流通の
ための先端的な

情報学に関する
総合的な研究開発を

事業

ための先端的な
基盤の開発と整備

研究

総合的な研究開発を
行うナショナルセンター

としての使命

事業
研究

教育

１）学術情報基盤の整備運用事業（ネットワーク関連）

SINET3の運用管理

総合目録データベース、GeNii:学術コンテンツ・ポータル 、国際

２）学術情報基盤の整備運用事業（コンテンツ関連）

総合目録デ タ ス、GeNii:学術 ンテンツ ポ タル 、国際
学術情報流通基盤整備事業、機関リポジトリ構築・連携支援

３）IT人材研修事業

各種講習会 研修の開催 / 支援
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各種講習会、研修の開催 / 支援



最先端学術情報基盤とは

CSI（Cyber Science Infrastructure）
我が国の大学等や研究機関が有しているコ
ンピュータ等の設備、基盤的ソフトウェア、コンピュ タ等の設備、基盤的ソフトウェア、コ
ンテンツ及びデータベース、人材、研究グ
ループそのものを超高速ネットワークの上でループそのものを超高速ネットワークの上で
共有する「最先端学術情報基盤」

（科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学
術情報基盤作業部会 『学術情報基盤の今後の在り方につ

（報告）』 （ 成 年 月 ））いて（報告）』 （平成18年3月23日））
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CSI概念図

バーチャル研究組織バーチャル研究組織

CSI：サイバー・サイエンス・インフラストラクチャ

人材育成及び推進体制の整備人材育成及び推進体制の整備

学術コンテンツの確保・発信システム学術コンテンツの確保・発信システム
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学術 テ 確保 発信シ テ学術 テ 確保 発信シ テ

連携ソフトウェアとしての研究グリッドの実用展開連携ソフトウェアとしての研究グリッドの実用展開

・・
社社
会会
貢貢

貢貢
献献
・・

大学・研究機関としての認証システムの開発と実用化大学・研究機関としての認証システムの開発と実用化

貢貢
献献

連連
携携

●

ＮＩＩと大学情報基盤センター・図書館等連携
による次世代学術情報ネットワークの構築と
学術コンテンツ整備

●学術情報ネットワーク運営・連携本部設立 （H17.2）

●学術コンテンツ運営・連携本部設立 （H17.10）
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大学・研究機関の研究リソース整備・研究成果等の発信大学・研究機関の研究リソース整備・研究成果等の発信



推進のための組織

【平成17年2月設置】 【平成17年10月設置】

学

学術情報ネットワーク
運営・連携本部

・ネットワーク作業部会

学術コンテンツ
運営・連携本部

書館連携作業部会術
情
報
ネ

学
術
コ
ン

整備・運用 整備・運用

・ネットワ ク作業部会
・認証作業部会
・グリッド作業部会

・図書館連携作業部会
・機関リポジトリWG
・次世代目録WG

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ン
テ
ン
ツ

＊大学等との連携による推進体制
＊企画立案のための組織整備

企画・実施面の連携 企画・実施面の連携
ク

学術ネットワーク研究
開発センター

（ネットワークグループ）
(認証基盤グル プ）

学術コンテンツ研究開発
センター承

認
審
議

企画 実施面の連携 企画 実施面の連携

(認証基盤グループ）

リサーチグリッド研究
開発センター
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研究所会議



次世代学術コンテンツ基盤

学術コミュニティ
（学生，研究者，大学，学会）

国際貢献社会貢献

CSI（Cyber Science Infrastructure）
ネットワーク ＋ コンテンツ ＋ 研究連合

発信

ッ ク テ 研究連合

共有財としての学術コンテンツ

図書 雑誌

教育研究活動

連携
機関リポジトリ群機関リポジトリポータル

NII 大学

KAKEN CATNII-ELS

学会誌発表

図書・雑誌
学術論文・学位論文・
紀要論文
研究プロジェクト報告
教材
知財（特許，ソフトウェア）

連携

成果の蓄積

活性化科研費 図書 雑誌

NII-REO

学会誌発表
論文・紀要
論文
約290万論文

サイエンスデータベース
文化財データ
等．．．

活性化

協力
Springer, 
OUP等
約340万論文

科研費
報告書
約54万件

図書・雑誌
総合目録
約9300万件

学学 学協会学協会 ウ ブウ ブ

確保

図書館コンソーシアムとNIIによる共同導入 電子化
クローリング

その他その他

ハーベスティング
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学術出版社
［電子ジャーナル・電子ブック］

学術出版社
［電子ジャーナル・電子ブック］

学協会
［学術雑誌］
学協会

［学術雑誌］

ウェブ
［多様な情報資源］

ウェブ
［多様な情報資源］

その他
［メディア，報道情報］

その他
［メディア，報道情報］



NIIの学術コンテンツ関連事業

学術コミュニティ（大学等の研究機関，学会）が必要
とするコンテンツを確保・形成し 付加価値を付けてとするコンテンツを確保 形成し，付加価値を付けて
発信するための基盤

学術情報の確保と形成学術情報の確保と形成
– 図書・雑誌総合目録（9,500万件）

– 学会誌・紀要論文（300万論文）学会誌 紀要論文（300万論文）

– 科研費成果報告書（56万件）

– 海外出版社の電子ジャーナルアーカイブ（340万論文）海 版社 電 （ 論 ）

学術ポータル
– 学術コンテンツ・ポータル（GeNii）から発信学術 ンテンツ ポ タル（ ）から発信

重点イニシャティブ
– 大学で生み出された多様な学術情報→機関リポジトリ
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大学で生み出された多様な学術情報 機関リポジトリ



委託事業の開始（平成17年度）

委託先の選出
– 機関リポジトリの構築・運用に関するこれまでの実績及
び全学的な計画の有無等の調査に基づき19大学を選
出出

委託大学（19大学）
北海道大学 東北大学 筑波大学 千葉大学 東京大– 北海道大学，東北大学，筑波大学，千葉大学，東京大
学，東京工業大学，東京学芸大学，金沢大学，名古屋
大学，京都大学，大阪大学，岡山大学，広島大学，山
口大学 九州大学 熊本大学 長崎大学 早稲田大学口大学，九州大学，熊本大学，長崎大学，早稲田大学，
慶應義塾大学

ポ 築

http://www nii ac jp/irp/

学術機関リポジトリ構築連携支援事業
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委託事業の拡大（平成18年度～19年度）

基本コンセプト
– 2つの目標

• 機関リポジトリの全国的な展開

• 先端的な研究開発

2つの事業領域– 2つの事業領域
• 領域1（機関リポジトリの構築と運用）

• 領域2（先端的な研究・開発）

– 透明性と競争性を確保した選定プロセス
• 公募の採用

選定結果選定結果
– 領域1として，57大学を選定

19年度に＋13大学 70大学• 19年度に＋13大学 →70大学

– 領域2として，22の先端的研究開発テーマの採択
• 19年度に再編 →14プロジェクト
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19年度に再編 →14プロジェクト



NIIの役割

コンテンツ拡充：
研究紀要のコンテンツ提供（メタデ タ＋本文PDF）– 研究紀要のコンテンツ提供（メタデータ＋本文PDF）

– 国内学会誌の掲載論文を機関リポジトリにデポジット
するための包括的利用許諾するための包括的利用許諾

システム連携：
メタデ タ標準フォ マット J Nii2の策定と公開– メタデータ標準フォーマット：JuNii2の策定と公開

– 機関リポジトリポータル：JuNii+の開発・提供

ミ テ 形成コミュニティ形成：
– 研修，報告交流会，オープンハウスでのワークショッ
プ開催等プ開催等

– DRFの支援
※DRF デジタルリポジトリ連合 北大 葉大 金 大
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※DRF：デジタルリポジトリ連合 （北大，千葉大，金沢大 ほか） （http://drf.lib.hokudai.ac.jp/）



機関 ポジ 登載 包括的許諾

コンテンツ拡充策：学会からの包括許諾

機関リポジトリへのコンテンツ登載の包括的許諾
CiNii無料一般公開雑誌の本文を機関リポジトリで利用

• 回答率：約7割回答率 約 割
（約174学会中114学会）

• 「無料公開している範囲は認めます」：約8割
（238タイトル中197タイトル） ・・・ 2007/11/29現在（238タイトル中197タイトル） 2007/11/29現在

確認 大学等

IR

学協会

公開

確認

確認許諾学協会リスト
IR

SCPJ

NII

許諾
公開

利用

※SCPJ：Society Copyright Policies in Japan

NII CiNii

27デジタル・ライブラリアン講習会 平成19年12月15日

※SCPJ：Society Copyright Policies in Japan
学協会著作権ポリシーデータベース（筑波大，神戸大，千葉大） （http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/）



学協会著作権ポリシーデータベース（SCPJ）
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共生モデル

学術雑誌
（編集・査読）
学術雑誌

（編集・査読）
ライセンス料

大学／

出版社

ビジビリティ・コミュニティ活性化ビジビリティ・コミュニティ活性化IR

（編集・査読）（編集・査読）

学会
大学／
学術機関

ELS/CiNii

SPARC Japan

ELS/CiNii
（国内学術論文提供サービス）

還 金 ビジビ還 金 ビジビ
SPARC Japan

還元金・ビジビリティ還元金・ビジビリティ閲覧利用閲覧利用

学会村

（国内学協会コミュニティ）

IRへのデポジットIRへのデポジット

ミッションの達成ミッションの達成電子化・システム基盤電子化・システム基盤

ＮＩＩ
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システム連携策：機関リポジトリポータル

JuNii+ 機関リポジトリポータル
（試験公開版 http://juniiplus.csc.nii.ac.jp/）各種検索エンジン

■Google Scholar
■Google

■OAIster ・・・

クロール／ハーベスト

■OAIster

ﾒﾀ

NIIタイプ：
論文系の
メタデータ

本文

ﾃﾞｰﾀ

ハーベスト

タデ タ

CiNii
へ

※日本の機関リポジトリをまとめて検索各機関リポジトリ
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本 機関 検
※条件：メタデータフォーマットjunii2に対応

各機関リポジトリ



これまでの成果
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機関リポジトリ公開数の伸び

平成19年10月

60

70

平成19年10月
66機関
リポジトリ

50

60

平成19年4月
47機関
リポジトリ

40

other平成18年4月

リポジトリ

30

other

H19

H18

H17

H16

先駆的導入：
千葉大学

北海道大学

平成18年4月
13機関リポジトリ

10

20

※ 委託開始時期別

北海道大学
早稲田大学

0

10

3月 5月 7月 9月 月 月 3月 5月 7月 9月 月 月 3月 5月 7月 9月

※ 委託外12機関含む
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機関リポジトリ： 世界での位置づけ

世界で構築されている機関リポジトリ 1008世界で構築されている機関リポジトリ：1008
日本は66機関が登録済→世界第4位に位置している
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Open DOAR: Directory of Open Access Repositories
http://www.opendoar.org/ （参照：2007/11/27）



機関リポジトリのコンテンツ収集状況

資料種別ごとの件数
2007年11月21日時点
機関数 45機関

18.8%

8 6%

10.6%

0.2%

総コンテンツ数 189,912件

学術雑誌論文 35,656

学位論文 16,295

紀要論文 104 4808.6% 紀要論文 104,480

会議発表論文 1,630

図書 930

テクニカルレポート 416

55.0%

学術雑誌論文 学位論文 紀要論文

会議発表論文 図書 テクニカルレポート

テク カルレポ ト 416

研究報告書 5,540

プレプリント 45

会議発表用資料 445
会議発表論文 図書 テクニカルレポート

研究報告書 プレプリント 会議発表用資料

一般雑誌記事 教材 データ・データベース

その他

一般雑誌記事 3,711

教材 158

データ・データベース 400

その他 20,206

合計 189,912

NII提供機関リポジトリポ タルJ Nii htt //j ii l ii j /
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NII提供機関リポジトリポータルJuNii+ http://juniiplus.csc.nii.ac.jp/



学術雑誌掲載論文にフォーカスした収集戦略（北大）

研究者が学術雑誌論文を機関リポジトリに登
録するインセンティブを高める工夫録するインセンティブを高める工夫

– Web of Scienceに掲載されたカレントな論文につい
毎 著者 登録依頼て毎週，著者にメールで登録依頼

– 利用統計（ダウンロード数）を利用者にフィードバック
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業績データベースとの連携（信州大学）
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外部サービスプロバイダの活用（千葉大学）

“ Ipomoea batatas” で検
索

OAIster（オイスター）
900機関
1,400万件のメタデータ

検索結果

32機関のリポジトリから215
件ヒット。そのうち，

で 件ヒ ト
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CURATORで8件ヒット。



JuNii+の活用事例（宮崎大学）-1

OPACとJuNii+のマッシュアップ

目的：– 目的：
• 機関リポジトリに登録する学術コンテンツを収集する上で，教員の機関
リポジトリ認知度向上が必要。

利便性を実感してもらい 機関リポジトリをPRするため• 利便性を実感してもらい，機関リポジトリをPRするため。

– 方法：
OPACの書誌詳細表示画面にAj を利用してJ Nii の検索結果を追加• OPACの書誌詳細表示画面にAjaxを利用してJuNii+の検索結果を追加
表示。

• OPACの改造は必要としないため，比較的容易に実現可能。

※J Nii+の検索結果はXMLで出力されるため J Nii+からのレスポンスを※JuNii+の検索結果はXMLで出力されるため，JuNii+からのレスポンスを
JavaScript等で処理することが可能。

※AjaxはJavaScriptを用いて必要に応じてサーバからデータを取得し，ブ
ラウザの内容を変更する手法ラウザの内容を変更する手法。

参考文献：寸田五郎，AjaxによるOPAC機能拡張の試み．

九州地区国立大学図書館協議会誌 50 （2008年2月発行予定）
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九州地区国立大学図書館協議会誌，50．（2008年2月発行予定）



JuNii+の活用事例（宮崎大学）-2
http://opac lib miyazaki u ac jp:8080/http://opac.lib.miyazaki-u.ac.jp:8080/

検索例：
イチゴ
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-3

一覧から
選択選択
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-4

書誌情報を抽出し，書誌情報を抽出し，
JuNii+を検索

関連する学術コンテンツ
リンクを表示
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-5

本文へ
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コミュニティの形成

DRF: Digital Repository Federation（デジタルリポジトリ連
合）
– http://drf lib hokudai ac jp/drf/– http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/
– 活動目標

• 参加大学（58大学）が相互に情報を交換・共有
• 各大学でのリポジトリ導入・運営に貢献しあう• 各大学でのリポジトリ導入 運営に貢献しあう
• プロジェクト型のコンソーシアム活動
• 互助的なゆるい連携組織の在り方を模索

– 各種イベントの企画・実施各種イ ントの企画 実施
• ワークショップ，国際シンポジウムの開催
• NIIの研修への協力
• コミュニティサイトの運営（Wiki，ML）

SCPJ: Society Copyright Policy in Japan（国内学協会著
作権ポリシー共有・公開プロジェクト）
– http://www tulips tsukuba ac jp/scpj/http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/
– 学会への著作権ポリシー公開働きかけ
– データベースの維持管理

著作権調査の実務上の困難を共同で解決– 著作権調査の実務上の困難を共同で解決
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課題と展望課題と展望

44デジタル・ライブラリアン講習会 平成19年12月15日



今後の在り方（論点整理）

1. 安定的な財政基盤の確立

大学 自主的な 組 自 資金 達– 大学での自主的な取組み・自己資金の調達につい
て

2. 全国的な展開

– 裾野をどう拡げるか

– 共同リポジトリの可能性

3 機関リポジトリの質の向上3. 機関リポジトリの質の向上

– 活用されるリポジトリ（コンテンツの質，利便性向上）

機関リポジトリ ポリシ4. 機関リポジトリのコンテンツポリシー

– 重点コンテンツ
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１．安定的な財政基盤の確立

呼び水としての効果はあったか？

持続的活動としての体制は整ったか？持続的活動としての体制は整ったか？
– 大学の自主的な取組

– 自己資金の調達自己資金の調達

– 体制作り

大学戦略 の位置づけ大学戦略への位置づけ
– 研究環境整備のための財源確保

研究費の 部を配分（共通経費の△△パ セント）• 研究費の一部を配分（共通経費の△△パーセント）

– 情報・広報戦略
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２．全国的な展開

70機関で十分か？
– 日本の研究バックグラウンド日本の研究バックグラウンド

• 研究者：80万人 世界第3位（1位：米国，2位：中国）
• 論文数（ISI収録ジャーナル）：89万件 世界第2位（1位：米国）
• 大学数：744大学（うち 学位授与大学：415大学）• 大学数：744大学（うち，学位授与大学：415大学）

– 参考： 短大：434，高専：64

委託機関以外の動き
– 研修の受講
– DRFへの参加
自力構築– 自力構築

さらなる展開を図るには
– 共同デポ– 共同デポ
– 共同構築リポジトリ（広島県タイプ，山形大タイプ）
– 図書館業務システム
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３．機関リポジトリの質の向上

活用される機関リポジトリ

コンテンツの質の向上– コンテンツの質の向上

• 内容の充実

サ ビス機能の向上– サービス機能の向上
– 研究活動におけるIR利用の促進のために

読み手としての利用» 読み手としての利用

» 書き手としての利用

研究開発プロジェクトの継承と見直しが必要

波及効果の高いプロジェクト– 波及効果の高いプロジェクト

– 既に自主的取組が始まっているプロジェクト
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４．機関リポジトリのコンテンツポリシー

原則とし 機関が決めるも原則として機関が決めるもの

情報基盤としては重点コンテンツを設定すべき
– 学術論文へのオープンアクセスの実現

– 紀要

– 機関リポジトリにしか存在しないコンテンツ機関リポジトリにしか存在しないコンテンツ
• 学位論文

• 科研費補助金報告書

• 研究デ タ• 研究データ

NIIの既存事業との整合性，相互運用性も考慮したい
ELS/CiNii– ELS/CiNii

– SPARC Japan
– 学協会情報発信サービス学協会情報発信サ ビス

– 大学図書館と学会とNIIの共生
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来年度以降の基本方針

基本的な考え方
1 第1期（平成17年度 19年度）の成果と課題を踏ま1. 第1期（平成17年度～19年度）の成果と課題を踏ま

え，第2期（平成20年度～21年度を想定）を開始

2 機関リポジトリの更なる普及とコンテンツの拡充（領2. 機関リポジトリの更なる普及とコンテンツの拡充（領
域1），及びリポジトリ相互の連携による新たなサー
ビスの構築（領域2）をめざした委託事業を実施

3. 原則として，公募により委託先を決定

4. 自己資金の確保を重視

5. 重点コンテンツ（学位論文，科研費成果報告書及び
その関連コンテンツ）を指定

スケジュール（予定）
– 平成20年1月下旬，公募開始平成 年 月下旬，公募開始
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関連情報

NIIのサイト DRF（デジタルリポジトリ連合）

http://www.nii.ac.jp/irp/ http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/
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